
倉敷高等学校 

令和 6 年度 学校教育活動評価アンケート結果報告 

 

○目的 

今後の学校教育活動の充実と先生方のスキルアップのための資料として、また、教育活動の課題

点を改善することを目的とする。 

 

○結果 

【教科指導・学習指導】 

生徒の興味関心を深めるとともに、理解を深めるための工夫・改善を図り、生徒自身の授業に対する意欲を引き

出すよう指導している。 

 
 
理解不足・低学力の生徒等に課外や補習などできめ細かい指導を行っている。 

 
 



 
 

 
 

 

 
 



チャイムと同時に授業展開できるように努め、授業時間を有効かつ効果的に活用するとともに、生徒が時間や規

律を大切にする意識を高めるように指導を行っている。 

 
授業の最初に服装を整えさせ、教材を出させる。授業の開始と終わりの挨拶をきちんとできるように指導してい

る。 

 
学習に不必要なもの（携帯や食べ物等）があれば指摘し、授業をきちんと受けさせるよう指導している。 

 
 

 

 

 

 

 



【特別活動】 

 
 

 
 

 
 



望ましい人間関係を形成し、学校・学級の一員として、集団生活の充実・向上を図る指導を心がけている。 

 

 
 

 

 

【生徒指導】 

 
 



挨拶や人間として集団生活を送る場合のマナーについて、様々な場面において実行できるように指導している。 

服装頭髪について、自らきちんとできるよう授業・HRにおいて継続的にきめ細かな指導を実施している。 

 

 



 

 

 



 
 

【その他】 

 

 



 

 
自分の目標達成について、具体的な方法を考えて達成度を定期的に振り返りながら教育活動を行っている。

 


